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まえがき 

 
我が国は世界に先駆けて本格的な人口減少社会に入り、労働力の需給両面で大きな課題に

直面すると見込まれる。平成 28 年 6月に策定された「日本再興戦略 2016～第 4 次産業革命

～」は、こうした課題を乗り越えるため、①人口減少に伴う供給制約や人手不足を克服する

「生産性革命」、②新たな産業構造を支える「人材強化」の課題に取り組むこと――などが求

められるとしている。また、地域経済の主役である中堅・中小企業、小規模事業者の生産性

向上の重要性も指摘している。

そこで当機構は、厚生労働省からの要請により、ものづくり産業における中小企業の労働

生産性の現状や、労働生産性向上に向けた人材の確保と育成に関する実態等を把握するため

の企業アンケート調査を実施した。本報告書は、同調査の結果をとりまとめたものである。

なお、調査データの一部は、平成 29 年（2017 年）6 月に閣議決定された「平成 28 年度も

のづくり基盤技術の振興施策」（平成29年版ものづくり白書）にも活用されたところである。

 調査にご回答いただいた企業にこの場をお借りしてあらためて感謝申し上げたい。本報告

書が関係各位の方々に少しでも役に立つものになれば幸いである。

2017 年 11月

 
独立行政法人労働政策研究・研修機構 
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本文中の用語の定義 

・技能者

現場でものの製造（切削、加工、組立、検査など）を直接担当している従業員

・技術者

(a)基礎研究・基盤技術などの研究、(b)製品開発・技術開発、(c)既存の製品の改良・改善、

(d)高度な技術的知識を活かした「品質・生産管理」「エンジニアリング・セールス」「製品

販売先への技術的アフターサービス」――などを担当している従業員

・ものづくり人材

技能者、技術者の総称

・直接雇用非正社員

(a)パートタイム社員、(b)「期間工」「季節工」「契約社員」などと呼ばれるフルタイム契約

社員、(c)「嘱託」などと呼ばれる定年後の再雇用者や勤務延長者――など貴社で直接雇用

している非正社員
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